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市民祭・行田浮き城まつり第２
４回

第２
４回

埼玉りそな
銀行川島書店

武蔵野銀行

行田市駅

国道
125
号

警察入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
産業道路臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

※駐車場は市役所・産業文化会館・バスターミナルをご利用
　ください。＝ Ｐ
※朝日バス「佐間経由吹上駅行」は産業道路経由に、
　「前谷経由吹上駅行」は行田市駅前経由になります。

午後3時30分～9時30分
車両全面通行禁止区域（歩行者天国）

路線バス・市内循環バスのみ通行可

午後6時～7時のみ車両全面通行禁止区域
（歩行者天国）

規制時間帯バス迂回路
（午後1時から最終まで迂回します）

愛宕神社前臨時バス停（前谷経由吹上駅行）
旭町臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
浄水場入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

迂回路
（大型車は市内通行できませんので迂回をお願いします）
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第24回市民祭・行田浮き城まつり 会場案内図

▶日　　時　7月29日㈯ 午後4時～ 8時30分、7月30日㈰ 午後3時30分～ 9時
▶場　　所　国道125号歩行者天国区域ならびに県道行田蓮田線
▶催 し 物　【29日前夜祭】浮き城横丁フリーマーケット、ステージイベント、山車のたたき合いなど
　　　　　　【30日市民祭】 浮き城だんべ踊り、ステージイベント、みこし渡御、山車のたたき合い、マーチン

グバンドなど※内容に多少の変更の場合があります。
▶主　　催　行田浮き城まつり実行委員会
▶そ の 他　会場および会場周辺での無人航空機の使用を禁止します。
▶問い合わせ　同実行委員会松井☎080―3150―7282
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行田市の職員として一緒に働きませんか
～平成30年度採用職員を募集します～

募集職種 募集人数 応募要件（学歴、資格、年齢など）

一般事務職 10人
大学・短期大学（修業年限2年以上の専門学
校を含む）・高等学校を卒業した方または平
成30年3月31日までに卒業見込みの方

【大学卒】平成3年4月2日～
平成8年4月1日に生まれた方

【短大卒】平成5年4月2日～
平成10年4月1日に生まれた方

【高校卒】平成7年4月2日～
平成12年4月1日に生まれた方

消防職（救急救
命士有資格者を

含む）
3人

一般事務職
(身体障がい者) 若干名

次の全ての要件に該当する方
・ 身体障害者手帳の交付を受けている方

・ 介護なしで週５日間、週38時間45分の職務
の遂行が可能な方

・ 活字印刷文による出題および口述試験に対
応できる方

昭和62年4月2日～平成12年4月1日
に生まれた方

土木技術職 2人

大学・短期大学（修業年限2年以上の専門学
校を含む）・高等学校で、土木の専門課程を
専攻し卒業した方または平成30年3月31日ま
でに卒業見込みの方

【大学卒】昭和62年4月2日～平成8年
4月1日に生まれた方
【短大卒】昭和62年4月2日～平成10年
4月1日に生まれた方
【高校卒】昭和62年4月2日～平成12年
4月1日に生まれた方

1級または2級土木施工管理技士の資格を有
する方 昭和62年4月2日以降に生まれた方

建築技術職 若干名

大学・短期大学（修業年限２年以上の専門学
校を含む）・高等学校で、建築の専門課程を
専攻し卒業した方または平成30年3月31日ま
でに卒業見込みの方

【大学卒】昭和62年4月2日～平成8年
4月1日に生まれた方
【短大卒】昭和62年4月2日～平成10年
4月1日に生まれた方
【高校卒】昭和62年4月2日～平成12年
4月1日に生まれた方

保健師 1人 保健師の資格を有する方または平成30年3月
31日までに資格を取得できる見込みの方 昭和62年4月2日以降に生まれた方

教育相談員 1人
臨床心理士、臨床発達心理士、学校カウンセ
ラーのいずれかの資格を有し、教育相談の実
務経験（ボランティアを含む）を有する方

昭和52年4月2日以降に生まれた方

※募集人数は、欠員状況により変更になる場合があります。
※詳細は、受験案内をご覧ください。

▶試験日および試験会場　9月17日㈰、行田グリーンアリーナおよび教育文化センター「みらい」
　※試験会場は申し込み状況により変更になる場合があります。
▶ 申し込み　7月3日㈪から人事課で配布している受験案内・申込書に必要事項を記載し、必要書類を添付した上で、
7月24日㈪～ 8月3日㈭に持参または郵送により提出してください（土・日曜日を除く）。なお、持参する場合の受付
時間は、午前9時～午後5時です。
　※郵送の場合は8月3日㈭の消印まで有効【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市人事課
▶ その他　受験案内申込書の請求と受験の申し込みは郵送でも可能です。その場合は、郵送する封筒に｢受験案内請求（○
○）｣または「受験申し込み（○○）」（○○には希望職種を記入）と記載の上､請求者（申込者）の住所を明記した返信用封筒(角
形2号、120円分の切手を貼付)を同封してください｡
▶問い合わせ　同課人事給与担当（内線208）
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さしあげます

ゆずってください

▷コーナー用テレビ台（戸棚付き）　▷ベビーカー（バギー式）　
▷ベビーベッド用ガード（クッション製）　▷ベッド（ロフト
式）　▷ハムスター用ゲージ　▷犬・猫用ゲージ　▷工業用
ミシン　▷ベビーバス

▷茶釜　▷芝刈り機　▷浴室用混合水栓（シャワー付き）　▷
調理用ボウル　▷卓上ポット（ステンレス製）　▷自転車（大
人用）　▷ガスコンロ　▷アップライトピアノ

不
用
品
情
報（
無
料
）

放射線量の測定値

談相種各 （7月15日～8月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

7月25日㈫ ※ 予約はその月の１日
から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午 地域づくり支援課
（内線252）8月10日㈭ 午後1時40分～ 4時20分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

結婚 VIVAぎょうだ 8月6日㈰　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚
支援センター☎090
―2416―9692

不動産 市役所 7月19日㈬ 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 8月9日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 8月9日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 7月25日㈫、8月8日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
6月19日㈪  午前11時 0.06マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.06マイクロシーベルト(晴れ）

今月の納期
固定資産税・都市計画税  ・・・・・2期
国民健康保険税 ・・・・・・・・・1期
介護保険料 ・・・・・・・・・・・1期
後期高齢者医療保険料 ・・・・・・1期

納期限　7月31日㈪
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣
な口座振替をご利用ください。

　日本遺産の認定や、ラグビーワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を控え、
今後外国人観光客の増加が見込まれます。
　そこで、本市では外国人旅行者の受け入れ環境整備の一環として外国語を話せる方を募集し、本市の魅力を
観光客へ発信していただきます。そのために、行田市観光ボランティアを講師に迎え、日本語の観光ガイドを
聞きながら市内を歩き、本市について学習する講座を開催します。

外国語観光ガイドボランティア養成講座

▶対　　象　外国語を話せる方（国籍は問いません）
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　１コースからでも参加可。
▶申し込み　 各コース開催2週間前までに直接または電話

で商工観光課
▶問い合わせ　同課観光担当（内線382）

　 期　　日 コース名

第１回 8月24日㈭ 忍城址コース

第２回 9月7日㈭ さきたま古墳コース

第３回 9月21日㈭ 古代蓮の里コース

第４回 10月5日㈭ 寺社めぐりコース

第５回 10月19日㈭ 日本遺産のまち 足袋蔵めぐりコース

　今年の夏の気温は平年並もしくは平年より高いと
いう予報が発表され、今後厳しい暑さが予想されま
す。熱中症など体調管理に十分気を付けながら、無
理のない範囲で節電への協力をお願いします。
　節電は地球に優しいだけでなく、電気料金を抑え
ることができ、家計にも優しい取り組みです。家庭
でできる簡単なことから節電を始めてみませんか。

家庭でできる節電対策　
・ エアコンを使用する場合は28度を目安に設定しま
しょう。扇風機や送風機を併用すると冷房効率が
上がり、より効果的です。
・ 使用していない照明を小まめに消しましょう。
・ 長時間使用していない電気製品のプラグをコンセ
ントから抜きましょう。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

夏季の節電をお願いします

夏のエコライフDAYにご参加ください
　「一日環境に良いことをする日」を決めて、チェッ
クシートを基に、省エネ・省資源など環境に配慮し
た生活を送る「エコライフDAY」。市では、参加する
自治会・団体・企業を募集しています。「エコライフ
DAY」に参加して、今のライフスタイルを見直して
みませんか。

▶対象　参加者3人以上の自治会・団体・企業
▶ その他　個人での参加は、環境課または各公民館
で配布しているチェックシートに記入してくださ
い。また、行田環境市民フォーラムの協力により
回収ボックスを各公民館に設置していますので、
ご利用ください。
▶ 申し込み・問い合わせ　7月31日㈪までに同課環
境政策担当☎556―9530

年金請求書の手続き漏れがありませんか
　老齢年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）が、
25年から10年に短縮されることになりました。日本年金機
構では、これまでに対象となる方に黄色の封筒（A4サイズ）
をお届けしています。制度の開始は、8月1日（最も早い年金
のお支払いは平成29年10月）です。まだ請求手続きをされ
ていない方は今すぐねんきんダイヤルへ電話し予約の上、年
金事務所で手続きを行ってください。

▶問い合わせ　ねんきんダイヤル☎0570―05―1165

浄化槽の適正な維持管理をお願いします
　家庭の庭先に埋設された浄化槽は、トイレ排水などの汚
水を処理するもので、生活に欠かせない大変重要な施設で
す。汚水は浄化槽の中の微生物の働きにより浄化され、最
後に消毒され側溝などに放流されます。
　微生物が十分に働けるように、たまった汚泥の引き抜き
や装置の調整、そして消毒薬の補充などの維持管理を行わ
ないと、故障により多額の費用を要したり、悪臭で近隣に
迷惑を掛けたりする恐れがあります。
　このため、浄化槽を使用している方には維持管理として
次の3つが法律により義務付けられています。
⑴ 保守点検…浄化槽の運転状況の点検や調整、修理、消毒
薬の補充など（年3回以上）
⑵ 清掃…浄化槽内にたまった汚泥の抜き取りなど（年1回以上）
⑶ 定期水質検査…保守点検・清掃が適正に行われているか、
放流水の水質は良好であるかなどの検査（年1回）
　これらの維持管理について、浄化槽を使用している方が
それぞれ清掃業者などに依頼（委託）しなければなりません。
浄化槽をご使用の皆さんには、浄化槽の機能が十分に発揮
するよう適正な維持管理をお願いします。

▶ 検査申し込み　一般社団法人埼玉県浄化槽協会☎048―
501―5707
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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休日や夜間の急な病気や
けがで困ったときは

期　日 医療機関名 電話番号
7月16日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
7月17日（月) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
7月23日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
7月30日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
8月 6日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
8月11日（金) 壮幸会行田総合病院 552―1111
8月13日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

23

◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たきり
の家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 7月25日㈫午前10時30分～11時30分（午

前10時から受け付け）
対　　象　平成29年5月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
内　　容　 4カ月児健診受診票の配布と健診の受診方法

や予防接種・育児に関する説明

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 8月1日㈫午前10時30分～ 11時30分（午

前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 6カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（中期）（要申し込み）
日　　時　 8月2日㈬午前10時30分～ 11時30分（午

前10時15分から受け付け）
対　　象　7～ 8カ月のお子さんとその保護者

10カ月児相談（申し込み不要）
日　　時　 7月26日㈬午前10時～ 11時30分（午前9

時30分から受け付け）
対　　象　平成28年9月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します
内　　容　 身体測定、赤ちゃんと遊ぼう（赤ちゃんとの

遊びの紹介）、幼児期を迎える準備の話（予防
接種、栄養、育児、歯科保健など）、運動発達、
食事、育児などの相談

乳幼児健診（申し込み不要）
健 診 名　1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

※いずれも場所は保健センター
※4カ月児健診は市内指定医療機関での個別健診になります。

子どもの健康

健康相談（要申し込み）
日　　時　7月26日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 食事や運動など健康に関する生活習慣につ

いて相談したい方
そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

おとなの健康

　健康で豊かな生活を送るためには、骨粗しょう症や
ロコモティブシンドロームの予防や改善、運動機能の
維持などについて、正しい知識を取得し実践すること
が重要です。これからも生涯自分の足で歩き、生き生
きとした生活を送りましょう。

日　　時　7月27日㈭午後2時～ 3時30分
場　　所　商工センター 401研修室
内　　容　・ 凌 晨光さん(行田中央総合病院医師)に

よる講話　　　
　　　　　・運動ミニ講話（ながちか体操）
対　　象　市内在住の方
定　　員　30人
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　 7月26日㈬までに直接または電話で保健

センター

骨と運動！コツコツ教室

【休日急患診療】　

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に問
い合わせください。

病院に連れて行こうか、家で様子を見ようか迷ったとき
家庭での対処方法や医療機関への受診の必要性につい
て、看護師が電話で相談に応じます。
①小児救急電話相談　＃8000または☎048―833―7911
　相談時間 【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　 【日曜日、祝日、年末年始】午前7時～翌日午前7時
② 大人の救急電話相談　＃7000または☎048―824―
4199に電話し、音声ガイダンスに従ってボタン1を押す。
　相談時間 【月～土曜日】午後6時30分～ 10時30分
　　　　　 【日曜日、祝日、年末年始】午前9時～午後10時
　　　　　 30分

受診できる医療機関を知りたいとき
① 救急医療機関案内　＃7000または☎048―824―
4199に電話し、音声ガイダンスに従ってボタン2を
押す。受診可能な医療機関を案内します（歯科、口

こうくう
腔

外科、精神科を除く）。24時間対応で、大人と子ども
に対応します。
②行田市消防署　☎550―2123

誤飲や誤食をしたとき　
① つくば中毒110番 ☎029―852―9999（午前9時～午後9時）
② 大阪中毒110番 ☎072―727―2499（365日24時間対応）

次世代デンタル健診
　歯の健康は、若い頃からの健康習慣が大切になりま
す。この機会に、自分の歯の健康を見直してみませんか。

期　　日　7月20日㈭
受　　付　 午前8時45分～ 9時45分（申し込み時に

詳しい受付時間をお伝えします）
場　　所　保健センター
対　　象　・20～ 39歳の方
　　　　　・妊婦(安定期)
　　　　　・就学前の乳幼児とその保護者
　　　　　※当日、本市に住民票のある方
定　　員　20人
費　　用　無料
そ の 他　 親子のよい歯のコンクールの歯科審査を併

せて行います。保育が必要な方は、申し込
み時にお伝えください。

申し込み　直接または電話で同センター

　言葉について心配のある小学校入学前のお子さんを
対象に、言語聴覚士による個別相談を実施します。

例えば
・おしゃべりするけれど、発音がはっきりしない
・ 発音に誤りがある（例えば、「さかな」を「たかな」、「か
さ」を「たさ」など）
・言葉が遅い
・言葉が詰まって話しにくいことがある　など
※ 発音は4～ 5歳ぐらいで上手になります。5歳のお子
さんに発音のこつをお話しします。

日　　時　日時は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
申し込み　電話で保健センター

ご利用ください ことばの相談　県では、子育てや家族の介護などで看護職の仕事か
ら離れている方を対象に、看護の最新の知識や技術を
現場で研修し、職場復帰につなげる講習会を実施して
います。

＜研修施設＞行田総合病院
期　　間　 8月1日㈫～ 3日㈭(全3日間)午前9時～

午後4時
申し込み・ 問い合わせ　県医療人材課看護･医療人材

担当☎048―830―3543

ブランクのある看護職の方の
再就業技術講習会

歯
ハ

ッピー教室
　「乳幼児期の乳歯は生え変わるからむし歯になって
も大丈夫。子どもも磨くと嫌がるし」などと考えてい
ませんか。乳歯を健康に保つことは、お子さんの将来
の歯の健康にとても大切です。むし歯予防の話と歯み
がきのこつを歯科医師や歯科衛生士がお伝えします。

日　　時　 7月27日㈭午前9時30分～10時30分（午
前9時15分から受け付け）

場　　所　保健センター
対　　象　 市内在住の乳幼児とその保護者
定　　員　20人　
主　　催　埼玉県歯科医師会
協　　力　行田市
そ の 他　 参加者には歯ブラシを差し上げます。親子

のよい歯のコンクールの表彰式を併せて行
います。保育が必要な方は、申し込み時に
お伝えください。

申し込み　 直接または電話で保健センター

　法律の改正により、看護職の資格をお持ちで就業し
ていない方は県ナースセンターへの届け出が努力義務
になりました。転居や出産育児などで離職した方は届
け出をお願いします。
　なお、届け出は、県看護協会ホームページ上の「と
どけるん」のページまたは同センターで行ってくださ
い。

問い合わせ　同センター☎048―824―7266

離職中の看護職の方は
届け出が必要です
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　7月3日㈪・10日㈪・18日㈫・24日㈪・
　　　　　  31日㈪、8月1日㈫・7日㈪・14日㈪　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・ フォークロアの鍵　川瀬七緒／著
・ショートショート・BAR　田丸雅智／著
・ ライト兄弟 イノベーション・マインドの力　デ
ヴィッド・マカルー／著、秋山勝／訳
・空をけっとばせ　升井純子／作、大島妙子／絵
・つまんないつまんない　ヨシタケシンスケ／著
・ノラネコぐんだん あいうえお　工藤ノリコ／著

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ 利休にたずねよ
・ フィリックス・ザ・
キャット
・ ちびまる子ちゃん
　「まる子流、茶道」の巻

＜CD＞
・サンダーバード音楽集
　（広上淳一 指揮）
・非脱力派宣言（PUFFY）
・AAA10th ANNIVERSARY
　BEST（AAA）

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

7月16日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

7月22日㈯午前11時 おはなしタンバリン

8月5日㈯午後2時 おはなしの会

8月12日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
7月19日㈬、8月9日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員

ぴよぴよおはなし会 8月6日㈰
午前11時～11時30分

絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

英語のおはなし会 8月13日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
高橋貴子さん

子ども映画会 7月15日㈯午後2時 トムとジェリー 天国と
地獄 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 7月23日㈰
午後1時30分

★ 上映までのお楽しみ
です。

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます

図書館職員
 「みらい」
　2階映像
　ホール

ブックスタート 7月19日㈬・26日㈬　
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、育
児のアドバイス、絵本
セットの手渡し

平成29年1月1日～
3月31日生まれの赤
ちゃんとその保護者
※ 母子健康手帳を必
ずお持ちください

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム

2425

今月のおすすめの新着DVD・新着CD

　毎月第1日曜日午後2時から、小学生を対象とした
おはなし会「こっこおはなし会」が始まります。絵本の
読み聞かせだけでなく、工作や折り紙なども行います
ので、ぜひご参加ください。

おはなし会が増えます

　小学1年生にセカンドブック20冊の中から1冊を選んでもらい、秋の読書週間にプレゼントする行田市セカン
ドブック事業。セカンドブック選書会で今年度のセカンドブックが決定しました。
　また、就学前や小学校低学年のお子さんやお孫さんを持つ方が本を選ぶ際にも、ぜひご活用ください。なお、
8月31日㈭まで図書館で展示をしていますので、手に取ってご覧ください。

平成29年度セカンドブック20冊を紹介します

題　　名 作　　者 出版社

1 ももたろう 松居直／文、赤羽末吉／画 福音館書店

2 ウクライナ民話　てぶくろ エウゲーニー・Ｍ・ラチョフ／え、うちだりさこ／やく 福音館書店

3 グリム童話　ねむりひめ グリム／原作、フェリクス・ホフマン／え、せたていじ／やく 福音館書店

4 グリム童話
ブレーメンのおんがくたい

グリム／原作、ハンス・フィッシャー／え、せたていじ／
やく 福音館書店

5 いっすんぼうし いしいももこ／ぶん、あきのふく／え 福音館書店

6 かさぶたくん やぎゅうげんいちろう／さく 福音館書店

7 ちきゅうがウンチだらけにならないわけ 松岡たつひで／さく 福音館書店

8 しょうたとなっとう 星川ひろ子・星川治雄／写真・文、小泉武夫／原案・監修 ポプラ社

9 こいぬがうまれるよ ジョアンナ・コール／文、ジェローム・ウェクスラー／写
真、つぼいいくみ／訳 福音館書店

10 なぞなぞのすきな女の子 松岡享子／さく、大社玲子／え 学研プラス

11 エルマーのぼうけん
ルース・スタイルス・ガネット／さく、ルース・クリスマ
ン・ガネット／え、わたなべしげお／やく、子どもの本研究
会／編集

福音館書店

12 ふたりはともだち アーノルド・ローベル／作、三木卓／訳 文化出版局

13 でんしゃでいこうでんしゃでかえろう 間瀬なおかた／作・絵 ひさかたチャイルド

14 手ぶくろを買いに 新美南吉／作、黒井健／絵 偕成社

15 （英語でも読める）はらぺこあおむし エリック・カール／さく、もりひさし／やく 偕成社

16 さっちゃんのまほうのて たばたせいいち・先天性四肢障害児父母の会・のべあきこ・
しざわさよこ／共同制作 偕成社

17 スイミー レオ・レオニ／作、谷川俊太郎／訳 好学社

18 きょうはなんのひ？ 瀬田貞二／作、林明子／絵 福音館書店

19 おこだでませんように くすのきしげのり／作、石井聖岳／絵 小学館

20 あなたをずっとずっとあいしてる 宮西達也／作・絵 ポプラ社
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魅力ある図書室で楽しい読書を

暑い夏を前に熱中症対策を学ぶ

10周年を迎えた田んぼアートで田植え

菊苗の配布に長い列

たくさんの笑いに包まれ
礼儀や文化を学んだ狂言鑑賞会

茶の湯体験で学ぶ日本の歴史や文化

　6月17日・18日の2日間にわたり田んぼアートの田植えが行
われました。
　今年は田んぼアート10周年を記念し、古代蓮の里東側と南
側の2つの田んぼで田んぼアートが実施されます。この2日間
は東側の田んぼで田植えが行われ、テーマである「イナダヒメ
ノミコトとスサノオノミコト」をボランティアや田植え体験の
参加者で描きました。参加者が一生懸命植えた田んぼアート
は7月中旬から見ごろを迎えます。

GYODA CITY PHOTO STUDIO

　6月16日、夏の熱中症予防推進大会が「みらい」文化ホー
ルで開催されました。
　今年も熱中症による搬送者ゼロを目標に掲げ、参加者全
員で熱中症予防対策宣言を唱和しました。また、気象予報
士の平井史生さんが今年の夏の気温や熱中症の予防や対
処方法などについて講演。平井さんの分かりやすい解説
を聞き、参加者より一層熱中症に関する知識を深めること
ができたようです。

　6月14日～18日の5日間、郷土博物館企画展示室を会場に行田市蓮
の大使で人形作家の木暮照子さんによる人形展が開催されました。
　今回の人形展は、「蓮を讃

たた

える」をテーマに蓮の一生を表現した配置
で、これまでに制作された日展や日本新工芸展の出品作品を中心に35
点を展示。また、18日には同館講座室で「蓮の音を聴く」と題した記
念講演が行われ、木暮さんが語る蓮の歴史や文化、蓮に対する思いに、
訪れた人たちは聞き入っていました。

　6月6日、菊苗の無料配布が郷土博物館前で行われました。
　この日用意された菊苗は厚物と管物合わせて約4,000本。
午前9時前から、配布を心待ちにする人が東門の方まで列を
作っていました。行田市菊花連絡協議会の会員から菊苗を
受け取った人は「育てるのが難しいがきれいな花を咲かせ
たい」と話し、大輪の花を咲かせる日を今から楽しみにして
いるようでした。

　6月20日、駒形にある遍照院で茶の湯体験学習が実施され、中
央小学校６年生64人が参加しました。
　これは、社会科の授業の一環として子供たちに室町時代の文
化を学んでもらおうと同院の協力を得て毎年開催しているも
の。少し緊張した面持ちでお茶をすすったり、茶せんを使って
お茶を立てたりした子供たちは、体験を通じて日本の歴史や文
化を学んでいました。

　5月29日、産業文化会館で、第1回川の国埼玉はつらつプ
ロジェクト推進協議会が開催されました。この協議会は、
埼玉県が推進する本プロジェクトに選定された「忍川・酒
巻導水路」の2河川について、川の整備や川と一体となった
まちづくりを検討していくために、自治会関係者、地域団
体、県・市関係機関により組織されています。
　今後、検討状況などについては、順次、市報ぎょうだや市
ホームページでお知らせしていきます。

川の国埼玉はつらつプロジェクト
が始動しました

　6月1日、南小学校図書室のリニューアルを記念したセレモニーが
同校図書室で開催されました。
　今回のリニューアルは市立図書館から司書を派遣し、蔵書や配架
の見直しなどを行い、魅力ある図書室づくりを支援する学校図書館
支援員派遣事業で行われたもの。セレモニーでは図書委員の児童に、
司書が写真を見せながらリニューアル作業の内容を説明しました。
使いやすくなり、おすすめ本コーナーが作られるなど明るい雰囲気に
なった図書室は子供たちの読書を充実させてくれることでしょう。

行田市蓮の大使 木暮照子さんが
人形展開催に合わせ講演

　6月20日、文化庁が主催する文化芸術による子供の育成事業
として南河原小学校で芸術鑑賞会が開かれました。
　はじめに和泉流狂言三宅狂言会の方から歴史などについて説
明があり、その後、実際に袴狂言「盆

ぼん

山
さん

」が演じられました。
　次に、児童全員で狂言の謡

うたい

を語る練習が行われ、最後に代表
の児童と教師が演者として加わり、「茸

くさびら

」を披露しました。
　演じた児童は「1カ月前のけいこの時から日本ならではの礼
儀や文化を学ぶことができ、本番も狂言をとても楽しく、演じる
ことができました」と満足した表情を浮かべていました。
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輸
血
や
血
液
製
剤
製
造
の
た
め
の
唯
一
の
手
段
で
あ

る
献
血
。
し
か
し
、
若
年
層
を
中
心
に
献
血
を
す
る
人

の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
長
年
に
わ
た
っ
て
献
血
を
行
っ

て
い
る
の
が
、
今
月
紹
介
す
る
本
山
尚
男
さ
ん
で
す
。

　
16
歳
の
時
に
、
献
血
可
能
年
齢
に
達
し
た
こ
と
で
初

め
て
の
献
血
を
経
験
。
以
来
、「
人
命
救
助
に
血
液
が

必
要
」「
血
液
は
お
金
で
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

い
う
思
い
を
常
に
抱
き
、
献
血
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
い
る
本
山
さ
ん
は
、
昨
年
10
月
に
２
０
０
回
を
達
成

し
ま
し
た
。
そ
の
記
念
す
べ
き
２
０
０
回
目
の
献
血
で

は
印
象
的
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。「
平
成
12
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
熊
谷
駅

献
血
ル
ー
ム
に
最
初
に
行
っ
た
時
に
担
当
し
た
看
護
師

と
偶
然
同
じ
方
だ
っ
た
ん
で
す
。
不
思
議
な
縁
だ
と
思

い
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
振
り
返
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
成
分
献
血
を
２
週
間
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で

行
っ
て
い
る
と
い
う
本
山
さ
ん
。
献
血
を
定
期
的
に
行

う
た
め
に
は
、
心
身
の
健
康
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
定
年
を
迎
え
る
少
し
前
に
血
圧
が
高

い
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
、
血
圧
の
数
値
を
毎
朝
記

録
し
、
グ
ラ
フ
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
そ
の
他
に
も
、
早
寝
早
起
き
を
し
て
規
則
正
し
い

生
活
を
心
掛
け
た
り
、
気
分
転
換
を
兼
ね
て
プ
ー
ル
に

通
い
、
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
週
２
日
行
っ
た
り
と
、

体
調
管
理
と
体
力
づ
く
り
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
献
血
後
に
送
付
さ
れ
る
検
査
成
績
に
は
、
血
中
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
や
中
性
脂
肪
値
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
の
に
役
立
て

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
健
康
的
な
食
事
を
用
意
し
て
く

れ
る
妻
に
は
、
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い

ま
す
」
と
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
す
本
山
さ
ん
は
、

「
私
の
献
血
に
よ
っ
て
誰
か
の
命
が
助
か
る
の
な
ら
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
献
血
が
で
き
な
く
な
る
70

歳
を
迎
え
る
直
前
ま
で
定
期
的
に
行
い
、
私
な
り
の
社

会
貢
献
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
私
自

身
が
健
康
で
あ
り
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
今

後
の
目
標
を
口
に
し
ま
す
。
本
山
さ
ん
の
献
血
を
通
し

た
〝
社
会
貢
献
〞
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

有限会社かどや
行田在来青大豆を使った生湯葉が好評
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り
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斉
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文
子

は
つ
夏
の
路
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花
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手
紙
に

 

持
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妻
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え
て
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五
月
か
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水
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献
血
を
通
し
て
続
け
る
社
会
貢
献

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

本
山 

尚
男 

さ
ん
（
藤
原
町
・
65
歳
）

めましてはじ ○ 7月3日㈪～31日㈪に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、8月2日㈬午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

山
本
　
晃こ
う
大た 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
28
年
7
月
17
日
生
ま
れ

父
・
良
平
さ
ん　
母
・
友
梨
さ
ん

「
大
き
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」

小
形
　
美み

裕ゆ 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
28
年
7
月
4
日
生
ま
れ

父
・
亙
さ
ん　
母
・
智
絵
さ
ん

春
田
　
大だ
い

誠せ
い 

ち
ゃ
ん （
犬
塚
）

平
成
28
年
7
月
12
日
生
ま
れ

父
・
和
史
さ
ん　
母
・
香
菜
さ
ん

「
パ
パ 

マ
マ

 

じ
ぃ
じ 

ば
ぁ
ば
の
宝
物
」

「
人
生
冒
険
！

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！
」

外
處
　
翔し
ょ
う
だ
い大 ち

ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
28
年
7
月
20
日
生
ま
れ

父
・
治
之
さ
ん　
母
・
和
美
さ
ん

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
あ
り
が
と
う
♡
」

松
村
　
憧と
う

子こ 

ち
ゃ
ん （
忍
）

平
成
28
年
7
月
28
日
生
ま
れ

父
・
洋
彦
さ
ん　
母
・
昌
代
さ
ん

横
田
　
郁い
く

人と 

ち
ゃ
ん （
北
河
原
）

平
成
28
年
7
月
19
日
生
ま
れ

父
・
勇
人
さ
ん　
母
・
美
映
子
さ
ん

「
毎
日
ニ
コ
ニ
コ
楽
し
く
ね
」

「
7
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
す
！
」

★★★ 平成28年 7月生まれ のおともだち ★★★

平成28年9月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役　長島　鳩
【事業内容】 豆腐等製造販売
【住所】 宮本6―6

　
昭
和
22
年
ご
ろ
に
創
業
し
、
現
在
市
内

で
唯
一
と
な
る
手
作
り
豆
腐
店
が
有
限
会

社
か
ど
や
（
か
ど
や
豆
腐
店
）
で
す
。

　
現
在
は
3
代
目
と
な
る
長
島
寛
さ
ん
が

中
心
と
な
り
、
豆
腐
、
油
揚
げ
、
生
揚
げ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
作
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
銀
杏
が
ん
も
ど
き
は
人
気
が

あ
り
、
午
前
中
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
。「
豆
腐
に
欠
か
せ
な
い
水
は
、
癖

が
無
く
て
お
い
し
い
行
田
の
地
下
水
を

使
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
成
形
の
際
に
力
を

加
減
す
る
こ
と
で
独
自
の
柔
ら
か
い
食
感

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
」
と
長
島
さ
ん
は

豆
腐
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
社
で
は
行
田
在
来
青
大
豆
を

使
っ
た
商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
試
行
錯
誤
の
末
完
成
し
た
と
い
う

「
三
代
目
豆
腐
」
は
行
田
在
来
青
大
豆
の

み
を
使
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
豆
腐
に
は
無

い
甘
み
が
特
徴
。
さ
ら
に
、
今
年
1
月
か

ら
は
新
た
な
挑
戦
と
し
て
生
湯
葉
が
加
わ

り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
湯
葉
づ
く
り
は
、
ま
ず
他
社

の
も
の
を
食
べ
比
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
豆
の
風
味
を
生
か
し
、
弾
力

の
あ
る
食
感
を
実
現
す
る
た
め
、
豆
を
水

に
漬
け
る
時
間
や
豆
乳
の
濃
さ
を
変
え
て

試
作
を
重
ね
た
り
、
既
に
湯
葉
を
作
っ
て

い
た
同
業
者
に
相
談
し
た
り
し
な
が
ら
完

成
へ
と
こ
ぎ
着
け
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し

て
出
来
上
が
っ
た
生
湯
葉
は
、
何
も
つ
け

ず
に
食
べ
ら
れ
る
ほ
ど
味
が
濃
く
、
行
田

在
来
青
大
豆
な
ら
で
は
の
甘
み
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
2
日
に
1
回

ほ
ど
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
目
当
て
に
来

る
常
連
客
も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
長
島
さ
ん
は
「
行
田
在
来
青
大
豆
を
使
っ

た
豆
腐
や
生
湯
葉
は
行
田
で
し
か
味
わ
う

こ
と
が
出
き
ま
せ
ん
。
地
元
の
方
や
観
光

で
訪
れ
た
方
に
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
力
強
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
行
田
の
新
し
い
郷
土

の
味
と
し
て
、
行
田
在
来
青
大
豆
の
豆
腐

と
生
湯
葉
が
今
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
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▼
日
時
　
7
月
16
日
㈰
午
後
1
時
～

4
時　
▼
場
所
　
泉
小
学
校
体
育
館　

▼
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
公
認
指
導

員
が
基
本
動
作
お
よ
び
呼
吸
法
を
指

導
し
ま
す
。　
▼
対
象
　
小
学
1
年

生
以
上　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　

か
か
と
の
あ
る
上
履
き　
▼
そ
の
他
　

用
具
は
用
意
し
ま
す
。
軽
い
体
操
の

で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
申
・
問
　
行
田
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

協
会
梁
瀬
☎
５
５
６
―
０
１
３
６

▼
日
時
　
7
月
28
日
㈮
午
前
8
時

～
9
時
（
雨
天
中
止
）　
▼
集
合
場

所
　
大
長
寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付

近　
▼
内
容
　
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で

の
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
間
の
ご
み
を
拾

い
、
環
境
美
化
活
動
を
行
う　
▼
そ

の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、

運
動
靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

軍
手
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布

し
ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学

同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林

☎
０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

▼
日
時
　
7
月
28
日
㈮
午
後
0
時
20

分
～
0
時
50
分　

▼
場
所
　
市
役

所
玄
関
ロ
ビ
ー　
▼
曲
目
（
予
定
）　

「
虹
の
彼
方
に
」、「
ふ
る
さ
と
」
他　

▼
出
演
　
ベ
ル
・
パ
エ
ー
ゼ　
▼
問
　

改
革
推
進
室
（
内
線
３
２
７
）

▼
日
時
　
7
月
18
日
㈫
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
参
加
費
　

親
子
1
組
３
０
０
円
（
子
ど
も
が

1
人
増
す
ご
と
に
１
０
０
円
追
加
）　

▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ

ト
行
田　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委

員
会
、
行
田
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会　

▼
問
　
同
法
人
島
田
☎

５
５
６
―
７
７
６
５

▼
日
時
　
7
月
19
日
㈬
午
前
9
時

～
10
時
30
分
※
小
雨
決
行　
▼
集
合

場
所
　
市
役
所
前　
▼
行
進
コ
ー
ス
　

イ
ベ
ン
ト

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

平
成
29
年
度

第
2
回
子
育
て
サ
ロ
ン

お
魚
つ
り
ご
っ
こ

２
０
１
７
年

国
民
平
和
大
行
進

▼
日
時
　
7
月
29
日
㈯
～
31
日
㈪

午
前
10
時
30
分
～
午
後
6
時
（
31

日
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）　
▼
場

所
　
浦
和
コ
ル
ソ
7
階
ホ
ー
ル
（
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
1
―
12
―

1
）　
▼
内
容
　
子
供
た
ち
の
た
め

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
１
０
０
０
歳
か

ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
他　
▼
入
場

無
料
　
▼
問
　「
２
０
１
７
平
和
の

た
め
の
埼
玉
の
戦
争
展
」
実
行
委
員

会
☎
０
４
８
―
８
２
５
―
７
５
３
５

▼
期
間
　
8
月
1
日
㈫
～
31
日
㈭　

▼
場
所
　
市
内
各
店
舗
内　
▼
内
容
　

プ
ロ
な
ら
で
は
の
専
門
知
識
や
特
徴

を
生
か
し
た
少
人
数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル　
▼
講
座
内
容
（
予
定
）　「
か
わ

い
い
ベ
ビ
ー
写
真
＆
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
」「
ド
ラ
イ
バ
ー
一
本
で
で
き

る
家
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＆
木
工
教

室
」「
宿
題
応
援
！
読
書
感
想
文
の
書

き
方
講
座
」
他
全
28
講
座　
▼
そ
の

他
　
詳
細
は
7
月
14
日
㈮
に
新
聞
折

り
込
み
予
定
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
行
田

２
０
１
７ 

平
和
の
た
め
の

埼
玉
の
戦
争
展

第
11
回
プ
ロ
か
ら
教
わ
る
街

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
ま
ち
ゼ
ミ
」

市
役
所
前
～
商
店
街
～
市
役
所
前
～

水
城
公
園
（
報
告
集
会
・
交
流
あ
り
）　

▼
主
催
　
国
民
平
和
大
行
進
行
田
実

行
委
員
会　
▼
後
援
　
行
田
市　
▼

そ
の
他
　
休
憩
・
飲
み
物
の
準
備
あ

り
。
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。　
▼
問
　
行
田
協
立
診
療

所
柴
田
☎
５
５
６
―
４
５
８
１

▼
日
時
　
7
月
22
日
㈯
午
後
2
時
30

分
開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　
▼
曲
目
　
ア
ヴ
ェ
マ
リ

ア
、
混
声
合
唱
組
曲
他　
▼
入
場
無

料
　
▼
主
催
　
行
田
混
声
合
唱
団
と

も
し
び　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委

員
会
、
行
田
市
合
唱
連
盟　
▼
そ
の

他
　
山
中
信
人
さ
ん
（
津
軽
三
味
線

奏
者
）
の
ゲ
ス
ト
出
演
あ
り　
▼
問
　

波
多
野
☎
０
９
０
―
４
８
３
０
―

１
９
０
３

▼
日
時
　
8
月
9
日
㈬
午
前
9
時
30

分
～
午
後
1
時
（
午
前
9
時
か
ら
受

け
付
け
）　
▼
場
所
　
総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
プ
ー
ル
お
よ

び
調
理
実
習
室　
▼
内
容
　
プ
ー
ル

行
田
混
声
合
唱
団
と
も
し
び

第
45
回
定
期
演
奏
会

地
域
交
流
事
業

「
納
涼
会
ｉｎ
や
す
ら
ぎ
の
里
」

で
遊
ん
だ
後
、
流
し
そ
う
め
ん
を
行

う　
▼
対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方
、
幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ

の
保
護
者
※
祖
父
母
と
孫
の
組
み
合

わ
せ
可　
▼
定
員
　
30
人　
▼
参
加

費
　
１
０
０
円
（
保
険
代
含
む
、
当

日
徴
収
）　

▼
申
・
問
　
7
月
24
日

㈪
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―

５
４
０
０

▼
日
時
　
8
月
9
日
㈬
午
後
1
時
30

分　
▼
場
所
　
埼
玉
公
民
館　
▼
内

容
　
身
近
な
材
料
を
使
っ
て
エ
コ
楽

器
を
作
り
、
演
奏
す
る　

▼
参
加

費
　
３
０
０
円
（
3
歳
以
上
）　

▼

主
催
　
行
田
お
や
こ
劇
場　
▼
そ
の

他
　
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
の
こ

と　
▼
申
・
問
　
8
月
5
日
㈯
ま
で

に
電
話
で
同
劇
場
事
務
局
☎
０
９
０

―
３
８
１
６
―
５
３
７
４

▼
日
時
　
7
月
29
日
㈯
～
31
日
㈪
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
31
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内

い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

第
9
回
絵
手
紙
合
同
会
員
展

商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照　

▼
申
　
各
講
座
の
開
催
店
舗　
▼
問
　

同
会
議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
9
月
10
日
㈰
午
前
9
時　

▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
種
目
　
①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1

部
・
2
部　
②
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
③

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部
・
2
部　
④

女
子
ダ
ブ
ル
ス　
⑤
男
子
シ
ニ
ア
の

部
（
60
歳
以
上
）　
⑥
中
学
生
以
下

の
部
（
男
子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

※
1
人
2
種
目
ま
で
と
し
、
各
シ
ン

グ
ル
ス
の
重
複
参
加
は
不
可
。
中
学

生
以
下
の
部
の
参
加
者
は
他
の
種
目

と
の
重
複
参
加
は
不
可
。　

▼
対

象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

お
よ
び
連
盟
が
認
め
た
方　
▼
参
加

費
　【
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
般
（
高
校

生
以
上
）・
シ
ニ
ア
８
０
０
円
、
中

学
生
５
０
０
円
【
ダ
ブ
ル
ス
】
1
組

1
千
円
※
中
学
生
以
下
が
一
般
の

部
に
参
加
す
る
場
合
は
、
一
般
の
参

加
費
と
な
り
ま
す
。
連
盟
未
登
録
者

は
各
種
目
２
０
０
円
増
し　

▼
後

ス
ポ
ー
ツ

行
田
市
民
卓
球
大
会

夏
季
冠
大
会

容
　
11
団
体
の
作
品
約
９
０
０
点
を

展
示
し
ま
す　
▼
主
催
　
行
田
絵
手

紙
あ
お
い
会　
▼
問
　
同
会
大
沼
☎

５
５
４
―
２
６
５
５

▼
日
時
　
7
月
23
日
㈰
、
8
月
27
日

㈰
、
9
月
24
日
㈰
【
1
回
目
】
午
前

11
時
15
分
【
2
回
目
】
午
後
2
時
15

分
※
雨
天
中
止　

▼
場
所
　
忍
城

址　
▼
出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、
地
元

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン　

▼
観
覧
無
料
　

▼
主
催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問
　

同
社
☎
５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
８
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
4
時
（
入
場
は
午
後
3
時
ま

で
）　
▼
場
所
　
熊
谷
地
方
気
象
台

（
熊
谷
市
桜
町
１
―
６
―
10
）　
▼

内
容
　
天
気
実
験
、
自
然
災
害
体
験

車
、
災
害
対
策
活
動
車
や
白
バ
イ
展

示
、
施
設
見
学
他　
▼
対
象
　
お
お

む
ね
小
学
生
以
上　

▼
入
場
無
料
　

▼
そ
の
他
　
来
場
者
用
の
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。　
▼
問
　
熊
谷
地
方

気
象
台
☎
５
２
１
―
７
９
１
１

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
＃
74
、
75
、
76

あ
っ
ぱ
れ
！
熊
谷

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
１
７

援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

体
育
協
会　
▼
申
　
8
月
16
日
㈬
午

後
7
時
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
種

目
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
大
会
受
付
事
務
局

村
松
（
〒
３
６
１
―
０
０
２
２ 

行

田
市
桜
町
3
―
17
―
14
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
３
―
２
６
８
５　
▼
問
　
同
事

務
局
☎
５
５
４
―
３
８
５
１

▼
日
時
　
7
月
30
日
㈰
午
前
9
時

30
分
※
雨
天
の
場
合
は
8
月
6
日

㈰　

▼
場
所
　
総
合
公
園
庭
球
場　

▼
種
目
　
一
般
男
子
、
一
般
女
子　

▼
試
合
方
式
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式　

▼
参
加
費
　
1
ペ
ア
【
一
般
】

1
千
５
０
０
円
【
中
学
・
高
校
生
】

1
千
円
※
大
会
当
日
徴
収　

▼
申
　

行
田
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

申
込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
7
月
15
日
㈯
ま
で
に
Ｅ
メ
ー

ル
に
添
付
し
て
提
出
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
ariah_carey@

yahoo.co.jp　

▼
問
　
間
庭
☎
０
９
０
―
１
１
０
５

―
２
５
７
１

第
44
回
市
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

広告広告
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▼
日
時
　
8
月
5
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　
▼
場
所
　
羽
生
市
民
プ

ラ
ザ
（
羽
生
市
中
央
3
―
7
―
5
）　

▼
内
容
　
求
人
の
状
況
や
仕
事
の
種

類
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ス
キ
ル
や

働
き
方
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
話
す
。
個
別
面
談
も
合
わ

せ
て
実
施
す
る
。　
▼
対
象
　
就
職

を
希
望
す
る
女
性　
▼
定
員
　
24
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
そ

の
他
　
1
歳
半
か
ら
就
学
前
の
お
子

さ
ん
を
対
象
に
し
た
託
児
サ
ー
ビ

ス
の
申
し
込
み
は
7
月
21
日
㈮
ま

で
（
定
員
5
人
、
無
料
、
要
予
約
）　

▼
申
・
問
　
7
月
1
日
㈯
〜
29
日
㈯

に
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
５
５
６
―

９
３
０
１

▼
日
時
　
7
月
17
日
㈪
午
前
9
時
〜

11
時　
▼
場
所
　
高
澤
記
念
館
（
長

野
3
―
5
―
41
）　
▼
内
容
　
み
つ

ば
ち
の
観
察
、
養
蜂
の
話
、
蜂
蜜
を

搾
る　

▼
講
師
　
小
野
寺
茂
さ
ん　

講
　
　
座

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

は
ち
み
つ
教
室

▼
主
催
　
高
澤
記
念
館
カ
フ
ェ　
▼

定
員
　
20
人　
▼
参
加
費
　
2
千
円

（
搾
り
た
て
の
蜂
蜜
、
生
は
ち
み
つ

の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
飲
み
物
付

き
）　
▼
そ
の
他
　
服
装
は
白
色
系

の
長
袖
と
長
ズ
ボ
ン
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
（
持
っ
て
い
る
方
は
面
布
、

ゴ
ム
手
袋
、
長
靴
）。　

▼
申
・
問
　

同
館
小
林
☎
０
９
０
―
９
９
５
３
―

４
６
８
４

▼
日
時
　
8
月
1
日
〜
10
月
31
日
の

う
ち
日
曜
日
の
午
後
7
時
〜
9
時
ま

た
は
火
曜
日
の
午
後
8
時
〜
9
時
20

分
（
そ
れ
ぞ
れ
月
2
回
）　
▼
場
所
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容
　
生
き
た
英
会
話
を
楽
し
く

学
ぶ　
▼
講
師
　Patch

（
パ
ッ
チ
）　

▼
定
員
　
5
人　

▼
受
講
料
　
月

額
1
千
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

申
・
問
　
7
月
31
日
㈪
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
新
井
☎
０
８
０

―
６
７
０
３
―
０
１
２
３
（
午
後

7
時
以
降
）【
Ｅ
メ
ー
ル
】m

eap.
patch-adam

s0608above@
ezw

eb.ne.jp

Ａ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
英
会
話

322017.7 市報 ぎょうだ33
人口82,435人（－1） 男40,970人（－1） 女41,465人（0） 世帯数34,331世帯（＋43）
5月中の異動　出生46人　転入等230人　死亡89人　転出等188人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

フ
レ
ッ
ト
、
古
代
蓮
の
里
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
名
前
を
掲
載
。【
お

花
見
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】
1

カ
所
10
万
円
※
特
設
ボ
ー
ド
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
古
代
蓮
の
里
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
名
前
を
掲
載
。　
▼

主
催
　
古
代
蓮
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
（
古
代
蓮
会
館

内
）　
▼
そ
の
他
　
協
賛
さ
れ
た
方

に
は
、
古
代
蓮
会
館
プ
レ
ミ
ア
ム
イ

ベ
ン
ト
期
間
中
（
11
月
下
旬
〜
12
月

下
旬
予
定
）
の
古
代
蓮
会
館
入
館
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

は
に
わ
の
館
臨
時
職
員

▼
勤
務
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4

時
30
分
（
週
2
日
程
度
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
）　
▼
業
務
内
容
　
は

に
わ
制
作
指
導
お
よ
び
案
内
、
販
売

物
品
な
ど
の
制
作
、
粘
土
運
搬
な
ど

の
軽
作
業　
▼
応
募
資
格
　
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
方　

▼
募
集
人
数
　
若
干
名　

▼
時
給
　

８
６
０
円
（
試
用
期
間
2
カ
月
間
は

８
５
０
円
）
※
有
給
休
暇
制
度
あ
り　

▼
選
考
方
法
　
書
類
審
査
の
上
、
面

接
を
実
施　
▼
申
　
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
7
月
20
日
㈭
午
後
3
時
ま

で
に
直
接
産
業
文
化
会
館

取
れ
て
い
な
い
乳
幼
児
を
含
む
）。

就
学
前
の
子
ど
も
に
は
保
護
者
の
付

き
添
い
が
必
要
。
プ
ー
ル
の
利
用
に

身
長
制
限
あ
り
。　
▼
問
　
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
ま
た
は
同
プ
ー
ル

☎
５
５
５
―
２
４
５
５

初
心
者
向
け
短
期
集
中

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

▼
日
時
　
7
月
31
日
㈪
〜
8
月
4
日

㈮
午
前
9
時
〜
9
時
50
分
（
全
5

回
）　
▼
場
所
　
行
田
市
民
プ
ー
ル　

▼
講
師
　
ウ
ォ
ー
タ
ー
キ
ッ
ズ
指
導

員　
▼
対
象
　
小
学
1
年
生
〜
3
年

生
の
初
心
者
（
顔
つ
け
、
バ
タ
足
が

苦
手
な
方
）　

▼
定
員
　
30
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
費
　
2
千
５
０
０

円　
▼
申
　
7
月
18
日
㈫
午
前
8
時

30
分
か
ら
同
プ
ー
ル

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭
「
未
来

に
残
し
た
い
日
本
の
自
然
１
０
０

選
（
北
海
道
・
東
北
編
）」
上
映

▼
日
時
　
7
月
22
日
㈯
午
後
2
時　

▼
上
映
作
品
　「
未
来
に
残
し
た
い

日
本
の
自
然
１
０
０
選
（
北
海
道
・

東
北
編
）」（
上
映
時
間
１
１
３
分
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
定
員
　
３
０
０
人

（
先
着
順
）　
▼
そ
の
他
　
整
理
券

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

池
穂
波
＆
ピ
ア
ノ
奏
者
小
林
礼
美
コ

ン
サ
ー
ト
【
22
日
】
行
田
音
楽
家
協

会
コ
ン
サ
ー
ト
【
29
日
】
潮
崎
ひ
ろ

の
コ
ン
サ
ー
ト
【
5
日
】
Ｎ
ｏ
ｅ
コ

ン
サ
ー
ト　

▼
入
館
料
　【
大
人
】

４
０
０
円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０

円
※
未
就
学
児
は
無
料

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅲ

行
田
の
足
袋

▼
期
間
　
7
月
19
日
㈬
〜
8
月
27

日
㈰　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
催
事

室　
▼
内
容
　
行
田
の
足
袋
を
テ
ー

マ
と
し
た
展
示
を
行
う　
▼
入
館
料
　

【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学
生
】

２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料

古
代
蓮
の
里

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
７
へ
の
協
賛

▼
期
間
　
11
月
26
日
㈰
〜
平
成
30
年

1
月
8
日
㈪　
▼
募
集
期
間
　
○
企

業
・
団
体
９
月
30
日
㈯
ま
で
○
個
人

12
月
25
日
㈪
ま
で　

▼
協
賛
内
容
　

【
協
賛
金
】
○
団
体
1
口
1
万
円
以

上
（
5
口
以
上
個
別
看
板
設
置
）
※

特
設
ボ
ー
ド
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
古

代
蓮
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
名

前
を
掲
載
。
○
個
人
１
０
０
円
以
上

（
5
万
円
以
上
個
別
看
板
設
置
）
※

5
千
円
以
上
で
特
設
ボ
ー
ド
、
リ
ー

商
工
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
8
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫
は
、
全
施

設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。手

づ
く
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

「
古
代
蓮
の
は
す
っ
こ
ち
ゃ
ん
」

▼
日
時
　
7
月
23
日
㈰
【
1
回
目
】

午
前
10
時
【
2
回
目
】
午
前
10
時
40

分
【
3
回
目
】
午
前
11
時
20
分　
▼

場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　
▼
定

員
　
各
回
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
費
　
２
５
０
円
（
材
料
費
）　

▼

協
力
　
佐
藤
孝
子
さ
ん
（
全
国
創
作

ね
ん
土
人
形
の
会
サ
ン
・
ク
ラ
フ

ト
・
ド
ー
ル
）　

▼
入
館
料
　【
大

人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学
生
】

２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無
料　
▼

そ
の
他
　
一
人
に
つ
き
1
体
限
り　

▼
申
　
開
催
当
日
の
午
前
9
時
30
分

か
ら
直
接
同
館

古
代
蓮
会
館

蓮
の
花
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
7
月
16
日
㈰
・
22
日
㈯
・

29
日
㈯
、
8
月
5
日
㈯
午
前
10
時　

▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　
▼

内
容
　【
16
日
】
フ
ル
ー
ト
奏
者
小

行
田
市
民
プ
ー
ル

「
夏
期
プ
ー
ル
の
開
設
」

▼
期
間
　
7
月
22
日
㈯
〜
8
月
26
日

㈯　

▼
開
設
時
間
　【
昼
間
の
部
】

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
【
夜
間
の

部
】
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

（
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ

り
）
※
次
の
時
間
は
利
用
不
可
【
室

内
プ
ー
ル
】
日
曜
日
の
午
前
11
時
ま

で
【
屋
外
プ
ー
ル
】
夜
間　
▼
利
用

料
金
　【
高
校
生
以
上
】
１
５
０
円　

【
3
歳
〜
中
学
生
】
70
円
【
3
歳
未

満
】
無
料　
※
障
害
者
手
帳
提
示
に

よ
る
障
害
者
割
引
あ
り
【
ロ
ッ
カ
ー

利
用
料
金
】
50
円　
▼
そ
の
他
　
水

着
以
外
の
入
水
は
不
可
（
オ
ム
ツ
が

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

クラブ名 日　時 場　所 内　容 対　象 定員 会　費 申し込み

ゆったり
ベーシックヨガ

毎週火曜日の
午前11時15分～
午後0時15分 「 行田グリーン

アリーナ」
柔道場他

ヨガの基本的な
ポーズと呼吸法
を行うことで、
心身のバランス
を整え柔軟性を
身に付け、内側
から美しく健康
的な体を作る。

18歳
以上の方

14人 月額3,000円
※ トレーニン
グ室など月
4回無料利
用券付き

7月18日㈫～ 20日㈭の
午前9時～午後8時に直
接または電話で行田グ
リーンアリーナ
※ いずれも定員を超え
た場合は抽選
※ 原則として入会は月
初めの開催日からPYCヨガ 毎週火曜日の

午後1時～ 2時 6人

グリーンアリーナいきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員

【住民基本台帳人口】
（平成29年6月1日現在）

広告広告


